小学校体育科における学習評価に関する事例について
	１　単元の評価規準に即した児童の具体的な姿及び評価方法の例
(1)　知識・技能

単元の評価規準

児童の具体的な姿の例及び評価方法の例

①マットを使った運動遊びの行い方について言ったり，実際に動いてみたりしている。（知識）
・マット遊びで行っているいろいろな遊び方の特徴を言ったり書き出したりしている。　　　　　　　　（観察・カード）

・マットの上でのいろいろな遊び方をしようとしている。
（観察）

②マットに背中や腹などをつけていろいろな方向に転がって遊ぶことができる。　　（技能）
・前転がり，後ろ転がり，だるま転がり，丸太転がりなどいろいろな転がり方を試し，遊んでいる。　　　　　　（観察）
③手や背中で支えて逆立ちをしたり，体を反らせたりして遊ぶことができる。　　　　（技能）
・背支持倒立，壁登り倒立，補助倒立などいろいろな倒立の行い方を試し，遊んでいる。　　　　　　　　　　　（観察）
・仰向けや倒立からのブリッジを試し，遊んでいる。（観察）

(2)　思考・判断・表現

単元の評価規準

児童の具体的な姿の例及び評価方法の例

①坂道やジグザグなどの複数のコースでいろいろな方向に転がることができるような場を選んでいる。　　（思考・判断）
・坂道やジグザグなどのコースの特徴に応じて，いろいろな転がり方を選び，遊んでいる。　　　　　　（観察・カード）

・自分のしたい転がり方が行いやすい場を選び，遊んでいる。
（観察・カード）
②腕で支えながら移動したり，逆さまになったりする動きを選んでいる。　　　（思考・判断）
・アザラシ歩きなど動物の真似をした動きや，アンテナやブリッジなど建造物をイメージした動きのうち，自分がしたい動きを選び，遊んでいる。　　　　　　　　（観察・カード）
③友達のよい動きを見付けたり，自分で考えたりしたことを友達に伝えたり書き出したりしている。　　　　　　　（表現）
・友達の動きを見て，楽しいところや工夫しているところなどを友達や教師に伝えている。　　　　　　　　　　（観察）

・自分の動きやグループでの遊び方で工夫したことを言ったり書き出したりしている。　　　　　　　　（観察・カード）

(3)　主体的に学習に取り組む態度

単元の評価規準

児童の具体的な姿の例及び評価方法の例

①動物の真似をして腕で支えながら移動したり，転がったりするなどの運動遊びに進んで取り組もうとしている。
（愛好的態度）
・アザラシ歩き，クマ歩き，ウサギ跳び，カエル跳びなど，動物などの真似をした遊び方を試したり，前転がりや後ろ転がりなどの転がり方を試したりしている。　　　　　（観察）

・いろいろな運動遊びに繰り返し取り組んでいる。　（観察）

②順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動遊びをしようとしている。　　　　　　（公正・協力）
・自分の順番を守り，遊んでいる。　　　　　　　　（観察）

・遊び方の約束を守り，回ったり跳んだりしている。（観察）

・グループの友達と仲よくマット遊びをしている。　（観察）

③場の準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。
（責任・参画）
・友達と協力してマットや用具の準備や片付けをしたり，声をかけ合って平均台を運んだりしている。　　　　　（観察）

④場の安全に気を付けている。
（健康・安全）
・マットのずれを見逃さずに整えたり，危険な回り方をしないようにしたりしている。　　　　　　　　　　　　（観察）




	２　毎時間の観点別評価の進め方

(1)　指導と評価の重点化
毎時間の指導においては，単元目標を踏まえ，育成を目指す資質・能力の三つの柱（以下，「三つの指導」と表す）に基づき目標を設定するが，全ての児童に全てのことを指導し評価することは現実的ではない。
三つの指導に留意しつつも，本時において重点的に指導する内容（以下，「重点内容」と表す）を絞り，指導することが想定される。
その際，重点内容の指導と同時間内に評価を行う場合があるが，技能や主体的態度のように，習得や活用の段階等を踏まえ一定期間を置くなど，指導と評価の時期をずらして評価を行う場合も考えられる。
したがって，重点内容と本時の評価の観点が必ずしも一致するものではないことに留意する必要がある。
(2)　評価後の指導の継続と再評価の重要性
ある児童において，単元の前半に評価の機会を設定した項目においてＢまたはＣであったものを，単元の終盤までにＡまたはＢとなるよう指導の充実を図ることが本来の評価の在り方であることから，単元の前半に評価したことをもってその観点の評価を確定することには留意が必要である。
指導したことがどの程度身に付いているかを評価することは，単元の途中や終盤等において指導方針の修正を図るうえで極めて重要である。
つまり，単元の目標を踏まえて評価規準を作成し，評価の観点を明確にしたうえで指導に当たることにより，指導内容が一層明確になると考えることができる。
(3)　指導と評価の計画の柔軟な運用
評価のための指導にならないようにすることは言うまでもないことであるが，育成を目指す児童の姿を評価項目の視点から想起し，指導の充実につなげることは，授業改善を図るうえで重要である。
指導と評価の計画は，育成を目指す資質・能力と指導内容及び評価の具現化を図ることに資するものであるため，児童の実態等に応じて，適宜修正を加えながら柔軟に作成することが大切である。



	３　総括的評価の考え方
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育成を目指す資質・能力の３つの柱は，目指す児童の姿とそのための指導の在り方が相互に関連しているため，総括的評価の際に３観点にＡとＣが混在することについても，十分に留意することが求められる。
例えば，「知識・技能」がＡであるような児童で，「思考・判断・表現」又は「主体的に学習に取り組む態度」がＣということは，殆どの場合においては想定されない。
「知識・技能」が十分満足できる状況であれば，「思考・判断・表現」の様子が見取れたり，「主体的に学習に取り組む態度」が概ね以上に身に付いていたりすることが想定されるためである。
しかし，児童の学習状況等によっては，必ずしもそうはならない場合があることも考えられるため，十分に留意することとしている。


